平成1６年度　第１回　アナログ３種　基礎科目

電 気 通 信 技 術 の 基 礎 
第1問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(小計20点)
(1)　図－1に示す回路のように、最大指示電流が30ミリアンペア、内部抵抗ｒが4オームの電流計Aに（　ア　）オームの抵抗Rを並列に接続すると、最大180ミリアンペアの電流Iを測定できる。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	①　0.6　　②　0.8　　③　1.2　　④　1.6　　⑤　2.4
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(2)　図－2に示す回路において、端子a－b間に、80ボルトの直流電圧を加えるとき、5アンペアの電流が流れ、60ボルトの正弦波交流電を加えたとき、3アンペアの電流が流れた。このとき、回路の誘導性リアクタンスXLは、（　イ　）オームである。　　　　　　　　　　　　　　　　 (5点)
	①　8　　②　12　　③　16　　④　18　　⑤　24
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　(3)　磁気回路における磁束は、起磁力に比例し、（　ウ　）に反比例する。　　　　　　　　 (5点)
	①　残留磁気　　②　電磁力　　③　磁気ひずみ　　④　磁　束　　⑤　磁気抵抗


(4)　単位長さあたりの導線の電気抵抗は、その銅線の断面積を
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倍にするとき、（　エ　）倍になる。

(5点)
	①　
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　　②　
[image: image5.wmf]4

1

　　③　4　　④　8　　⑤　16


第2問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (小計20点)
(1)　発光ダイオードは、ガリウム、リンなどを用いたｐｎ接合の化合物半導体に、（　ア　）の電流を流すと発光する性質を利用している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
	①　反　射　　②　順方向　　③　交　流　　④　逆方向


(2)　図に示すトランジスタ増幅回路の接地方式は、（　イ　）接地である。　　　　　　　　　(4点)
	①　エミッタ　　②　ベース　　③　コレクタ
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　(3)　定電圧ダイオードは、ツェナーダイオードともいわれ、ダイオードに（　ウ　）の電圧を加え増加させていったとき、ある電圧値以上で電流は急激に増大するが、そのときの端子電圧は一定に保たれる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
	①　順方向　　②　逆方向　　③　パルス状


(4)　電界効果トランジスタは、半導体の（　エ　）キャリアを電界によって制御する電圧制御形のトランジスタである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
	①　抵　抗　　②　イオン　　③　容　量　　④　多　数　　⑤　少　数


(5)　トランジスタに電圧を加えて、ベース電流が（　オ　）マイクロアンペア、コレクタ電流が2.86ミリアンペア流れているとき、エミッタ電流は2.90ミリアンペアとなる。　　　　　　　　(4点)
	①　0.04　　②　0.40　　③　5.76　　④　40.00


第3問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(小計20点)
(1)　10進数の182を8進数に変換すると（　ア　）になる。　　　　　　　　　　　　　　 (5点)
	①　133　　②　155　　③　266　　④　346　　⑤　354


(2)　次の論理関数Xは、ブール代数の公式等を利用して変形し、簡単すると、（　イ　）になる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
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	①　A　　②　B　　③　A・B　　④　A＋B　　


(3)　図－1の論理回路において、Mの論理素子が（　ウ　）であるとき、入力a及び入力bの論理レベルと出力cの論理レベルとの関係は、右の真理値表で示される。　　　　　　　　　　　　(5点)
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(4)　図－2に示す論理回路は、入力a及び入力bの論理レベルと出力cの論理レベルとの関係から、（　エ　）の回路に置き換えることができる。 (5点)
	①　NOR　　②　OR　　③　NAND　　④　AND　　⑤　NOT
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第4問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (小計20点)
(1)　図－1において、入力電力が（　ア　）ミリワト、増幅器AMP1、AMP2及びAMP3の利得がそれぞれ6デシベル、10デシベル及び14デシベルのとき、負荷抵抗Rで消費する電力は、2.7ワットである。ただし、入出力各部のインピーダンスは整合しているものとする。　　　　　 (5点)
	①　2.7　　②　27.0　　③　54.0　　④　90.0
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(2)　同軸ケーブル及び平衡対ケーブルについて述べた次の二つの記述は、（　イ　）。　　　　(5点)
A　同軸ケーブルは、外部導体の働きにより、平衡対ケーブルと比較して比較的高い周波数において誘導などの妨害を受けにくい。

B　平衡対ケーブルは、一般に、伝送する信号の周波数が高くなるほど伝送損失が増大する。

	　①　Aのみ正しい　　②　Bのみ正しい　　③　AもBも正しい　　④　AもBも正しくない


(3)　図－2において、電気通信回線のインピーダンスをZ1、負荷インピーダンスをZ2、変成器の一次側、二時側の巻線数をそれぞれN1、N2とすると、
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＝（　ウ　）のときにインピーダンスが整合する。ただし、変成器は理想的なものとする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	①　
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(4)　信号電力をPSワット雑音電力をPNワットとすると、信号対雑音比は、（　エ　）デシベルである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　
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第5問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (小計20点)
(1)　位相変調は、搬送波の位相を信号の（　ア　）に応じて変化させるものである。　　　　(5点)
	①　側波帯　　②　周波数　　③　振　幅


(2)　通信の妨害について述べた次の二つの記述は、（　イ　）。　　　　　　　　　　　　　　(5点)
A　電気通信回線において、送話者の通話電流が受信機で反射し、時間的に遅れて送信端に戻り、通話に妨害を与える現象は、鳴音といわれる。

B　端末からアナログ方式の電気通信回線へ送出する信号電力が過大であるとき、伝送路において他の電気通信回線に漏話・雑音等の妨害を与える。

	　①　Aのみ正しい　　②　Bのみ正しい　　③　AもBも正しい　　④　AもBも正しくない


(3)　原理的に雑音量が電気通信回線の物理的な特性に依存しない雑音の一つに、（　ウ　）雑音がある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	①　熱　　②　ショット　　③　準漏話　　④　量子化


(4)　光ファイバ伝送方式において、光信号が光ファイバの中にほぼ完全に閉じ込められた形で伝送されるため、長距離を伝送しても（　エ　）は、無視できる。(5点)
	①　漏　話　　②　伝送損失　　③　帯域制限


解答

第1問（ア）②　（イ）②　（ウ）⑤　（エ）③

第2問（ア）②　（イ）①　（ウ）②　（エ）④　（オ）④

第3問（ア）③　（イ）②　（ウ）①　（エ）①

第4問（ア）①　（イ）③　（ウ）④　（エ）③

第5問（ア）③　（イ）②　（ウ）④　（エ）①
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